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お客様各位                                  １／９ 

 平素は弊社商品をご愛顧いただき誠にありがとうございます。 

この設定変更は内税運用から外税運用へ変更する操作方法を記載してあります。 

お店の運用を内税登録から外税登録に変更する際は客様ご自身にて設定変更していただくよう 

ご案内申し上げます。 

尚、レジスターの『取扱説明書』にも本内容はすべて記載されていますので併せてご参照下さい。  

 

【 設定変更の流れ 】 

１．鍵位置＜精算＞で“精算”を行います。（累計精算も併せて行う事をご推奨します） 

２．鍵位置＜設定＞で下記，設定変更を行います。 

①部門の税区分を変更します。（内税→外税に変更します。） 

②ＰＬＵの単価を変更します。（税込み価格→税抜き価格に変更します。） 

特売機能をご使用の場合は単価の見直し（変更）が必要です。 

③レシート上の税区分シンボルマーク（外・内・非）を設定します。 

④システムオプションを変更します。（税計算の端数処理、合計印字後の税合計） 

  ⑤精算レポート（取引レポート）の印字項目の選択をします。 

※マスターサテライトシステムの場合 

 

【設定操作時の注意事項】 

●鍵位置＜設定＞では下記キーボード配列となりますのでご注意してください。 

  

 ＜ＭＡ－２０５５の場合＞              

 

更新 ＊７ 
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＜ＦＳ－２０５５の場合＞ 

 

 
   ・鍵位置＜設定＞の設定操作時のキーボードは上記配列となります。 
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                                       ３／９ 

 

ＭＡ－２０５５シリーズ 
 

 該当機種 ＭＡ－２０５５ ＦＳ－２０５５ 

       

 

内税部門を外税部門に変更する設定操作 

 ＜使用する鍵＞ＭＡキー、＜鍵の位置＞設定 

 ＜精算＞後ならば下記設定は行えますが，確認の意味で鍵位置＜設定＞で ９ 小計 の 

 操作をしてから設定変更を行ってください。 

 

① 部門の税区分を変更します。 

   

① 設定メインメニューから、「１ 設定業務」→「３ 部門／責任者／顧客」→「１ 部門」→ 

「１ 各種設定」の順に選択し、 選択／確定  キーを押します。登録済みの部門が一覧表示されます。 

② 設定を行う部門（商品）を  ↑   ↓  キーで選択（または設定するコードを置数）し、 選択／確定  キー 

を押します。 

           

③  ↓  キーを 5回押し、「06 税ステータス」にカーソルを合わせます。 

            

④   １  キー（外税ステータスコード）を押し、選択／確定  キーを押します。 

            

    

税ステータスコード 

    

⑤ 連続して違う部門の設定を行う場合、画面戻るキーを押して②から繰り返してください。 

設定を終了する場合、完了キーを押してください。 
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② ＰＬＵの単価を変更します。 

各ＰＬＵの設定単価を税込み価格から税抜き価格へ変更します。 

  

【設定操作】  鍵位置＜設定＞   

① 設定メインメニューから、「１ 設定業務」→「４ ＰＬＵ（商品）」→「３ 単価の設定」→の順に選択し、 

 選択／確定  キーを押します。 

② ＰＬＵコードを入力後 ＰＬＵ キーを押すか、バーコードをスキャンしてください。 

         

 

③ 単価（0～999999）を入力します。入力後、 選択／確定  キーを押します。 

＜FS-2055でフラットキーボードに PLUをセットしている場合＞ 

   単価（0～999999）を入力し プリセット PLU キーを押しても変更可能です。 

④連続して違う PLUの単価の変更を行う場合は②～③を繰り返してください。 

設定を終了する場合、完了キーを押してください。 

   

・単価として“0”を入力することもできます。 

・PLUコードが設定されていないとエラーとなります。 

・単価を入力せずに  選択／確定  キー（またはプリセット PLUキー）を押すとオープン単価となります。 

    （注）１．特売機能やＭ＆Ｍ機能をご使用の場合は，ＰＬＵの単価変更に伴い， 

       それぞれの特売単価やＭ＆Ｍ価格の見直しが必要となります。 

     ２．マスター／サテライトシステム機はマスター機でＰＬＵ単価変更を行い， 

       預／現計 操作で各サテライトレジへ変更データを自動送信します。 

 

 

③ レシート上の税区分シンボルマークが変更できます。 

標準ではレシートの部門名称の右端に税区分シンボルマークが印字されます。 

                           [現状]  [変更後] 

[レシートサンプル]          内税部門：空白  ⇒ 内 

                   外税部門：外  ⇒ 空白 

                   非課税 ：非  ⇒ 非 

                    

                   下記の例は外税部門は空白、内税部門は『内』 

                   非課税部門は『非』と印字する設定例です。 
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【設定操作例】鍵位置＜設定＞ 

①   設定メインメニューから、「１ 設定業務」→「２ 各種名称」→「２ 印字名称」の順に 

選択し、 選択／確定  キーを押します。 

②   ↑   ↓  キーで[11 非外   ]にカーソルを合わせ、選択／確定  キーを押します。 

 

     

↓ キーで[11 非外   ]に合わせ  

 

                            

選択／確定  キー 

 

③ 印字名称入力画面を表示するので [11 非 内  ]と入力し、選択／確定  キーを押します。 

 

             

                 ↑変更前              ↑変更後 

 

       

→ を押し“外”にカーソルを合わせ、 
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 ６／９ 

 

 

    

１文字クリアを押します。 

 

        

 記号キーを１回押し、(ｽﾍﾟｰｽ)を入力し、選択／確定を押します。 

 

        

テンキーの７を３回、４を２回押して“うち”と入力し、↓変換を押して“内”と表示させ、 

選択／確定を押し、もう一度 選択/確定キーを押します。（続けて２回 選択/確定を押します。） 

 

④ 最後に完了を押し、設定を終了します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 
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④システムオプションの選択（税計算の端数処理、合計印字後の税合計） 

ができます。 

税計算の端数処理（切り上げ／四捨五入／切り捨て）が選択できます。 

標準では外税の端数処理は切り捨てになっています。 

【設定操作例】鍵位置＜設定＞ 

①   設定メインメニューから、「１ 設定業務」→「６ 基本設定」→「６ システムオプション」の 

順に選択し、 

②   ↑   ↓  キーで[09 税１オプション]にカーソルを合わせ、選択／確定  キーを押します。 

 

      

 

   

 

③  ↑   ↓  キーで項目を選択し、 ←  → キーで非選択（×）、選択（○）を切り替え、 

       選択／確定 キーを押します。 

 

       

 

     ・切り捨ての場合、項目 ２、４、６、７ を選択（○）します・・・（ご推奨） 

     ・四捨五入の場合、項目 ２、６、７   を選択（○）します 

     ・切り上げの場合、項目 ２、３、６、７ を選択（○）します 
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ｱﾄﾞﾚ

ｽ NO 

項目

NO 

システムオプション内容 項目 NOを選択

しない 

項目 N0を選択

する 

 ２ 外税 内税 ＜外税＞ 

 ３ 税計算の端数処理 ＜四捨五入＞ 切り上げ 

９ ４ 税計算の端数処理 四捨五入 ＜切り捨て＞ 

 ５ 固定項目 ＜固定＞  

 ６ 外税対象額をレシートに印刷 無印字 ＜印字＞ 

 ７ 外税額をレシートに印刷 無印字 ＜印字＞ 

 

④ 最後に完了を押し、設定を終了します。 

 

⑤精算レポート（取引レポート）の印字項目の選択をします。 

標準では印字ありになっています。 

【設定操作例】鍵位置＜設定＞ 

①   設定メインメニューから、「１ 設定業務」→「８ その他の機能設定１」→「６ レポート印字項目」の 

順に選択し、 選択／確定  キーを押します。 

②   ↑   ↓  キーで[83 外税売]にカーソルを合わせ、→ キーで非選択（×）、選択（○）を切り替え、 

    選択／確定 キーを押します。（○：印字、×：無印字） 

③   ↑   ↓  キーで[84 外 税]にカーソルを合わせ、→ キーで非選択（×）、選択（○）を切り替え、 

   選択／確定 キーを押します。（○：印字、×：無印字） 

④ 最後に完了を押し、設定を終了します。 

 

※合計印字後の“うち消費税”を印字しない場合、システムオプション［13 印字オプション］の 

項目№３[合計印字後のΣ税印字]を選択しない（×）にします。 
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【Ｍ／Ｓシステムの場合】 

 

ＭＡ／ＦＳ－２０５５シリーズ  

マスタ／サテライトシステムの場合 

 

● Ｍ／Ｓシステムの場合、マスター(親)レジのみ前記設定を行い、 

その後サテライト（子）レジに設定内容をＤＬＬ（送信）します。 

 １．接続されている全てのレジ〔マスター(親)レジとサテライト（子）レジ〕 

   の日計精算を行います。 

 ２．全てのサテライト（子）レジの電源はＯＮの状態にしておく。 

   ******  以下は【マスター（親）レジのみ】の操作です。  ****** 

 ３．３／９～８／９の設定を行います。  

４．設定のメニュー画面が表示されます。 

① 5 転送業務を選択します。 ５  

②画面に表示されている ４ 部門／責任者／顧客を選択します。 

 操作 

    ４ キーを押します。 

③画面に表示されている １ 部門を選択します。 

    操作 

１ キーを押します。 

 

 サテライト機に設定を送信しています。“実行中”を表示し完了するとレシ－ト発行します。 

 

   ④同じように印字名称、システムオプション、レポート印字項目も 

実行します。 

 

   5 転送業務 → 3 各種名称      → 2 印字名称 

   5 転送業務 → 7 基本設定      → 3 システムオプション 

5 転送業務 → 9 その他機能設定 1  → 7 レポート印字項目 

 

 ５．以上の操作でサテライト（子）レジに設定内容が送信されます。 

 

 (注) サテライト機へのデータ送信でサテライト機の電源が切れていたなど障害があった場合には 

手動でデータ送信のリトライ・中止を行う事もできます。 

    リトライ： 完了 押し下げ 

    中 止 ： 替 押し下げ 

    中止時は障害復旧後，再度送信ください 

 

A：選択/確定キー操作 補足追記（2014/3/24） 

 


